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（様式７）                              （排出事業者用） 

令和７年７月１日 

 長野県知事 様 

 

 令和６年度長野県産業廃棄物３Ｒ実践協定 実施結果報告書 

 

  下記のとおり、産業廃棄物３Ｒ実践計画の実施結果報告書を提出します。 

協定期間 令和６年度から令和７年度 

会 社 名 伊東建設株式会社 

住 所 〒389-2232 

長野県飯山市大字下木島11番地1 

代表者名 代表取締役 伊東 紀義 

業  種 製造業     ・    建設業 

処理施設 

所 在 地 

（処理施設を有する場合） 

施設名 所 在 地 

  

  

担当部署 総務部 

担当者名 中澤 真一 

 

連 絡 先 

ＴＥＬ 0269-62-3447 

ＦＡＸ 0269-62-3324 

電子ﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ naka@itokk.jp 

ホームページアドレス http://www.itokk.jp 

 

１ 総排出量、リサイクル量に関する達成状況  

※計画策定時に採用した指標で記入してください。 

 当年度目標値及び実績値 過年度実績値 

６年度目標値 ６年度実績値 ５年度実績値 ４年度実績値 

総排出量の推移 

（t・kg・㎥） 
1,071.00 1,202.49 866.00 1,221.32 

ﾘｻｲｸﾙ量の推移 

（t・kg・㎥） 
714.00 1,153.99 821.32 960.14 

売上高の推移 

（円） 
940,000,000 810,000,000 900,000,000 961,000,000 
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２ 排出抑制、リサイクルのための取組に対する実績 

・産業廃棄物の分別の徹底を図り、リサイクル製品を積極的に利用し資源リサイクルの向上に

努めた。 

・公共工事については、再生材の使用を指示されている場合は必ず使用するなどリサイクル利

用促進に努めた。 

・長野県 SDGｓ推進企業として掲げた環境に関する目標を継続し、積極的な取り組みに努め

た。また進捗状況を報告し情報サイトに公開。 

・社内安全パトロール時、または月例会議等において、産業廃棄物の処理方法や手順、排出抑

制について説明を行い、現状確認し社内の環境意識の向上と、認識を深め共有した。 

・現場責任者は、作業現場、各施設における廃棄物の分別の状況についての確認および指導を

行った。 

・委託処理した廃棄物が不適正処理されることがないよう、関係機関との連携を密に取りなが

ら協力体制を構築し取り組んだ。 

・環境負荷低減及び保全の取り組みについてエコアクション 21 の認証を取得した。 

  ※必要に応じ写真等を添付してください。 

 

３ リサイクル製品使用率（％） 

※リサイクル製品使用率＝リサイクル製品（材料）使用量／全体材料使用量（％） 

製品（材料）種別 

当年度目標値 過年度実績値 

６年度 

目標値 

６年度 

実績値 

５年度 

実績値 

４年度 

実績値 

再生砕石 100 10

0 

100 100 

アスファルト合材 100 10

0 

100 100 

     

     

     

全 体     

 


